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A-Policy

　
全
農
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
施
設
へ
の
電
力
供
給
を
開
始
し
て
お
り
、

平
成
30
年
度
に
は
「
Ｊ
Ａ
で
ん
き
」
の
呼
称

で
一
般
家
庭
向
け
に
電
力
を
供
給
で
き
る
体

制
を
構
築
し
、
取
扱
い
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
燃
料
・
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル

ギ
ー
課
で
は
、
一
般
家
庭
向
け
の
電
力
供
給

開
始
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
改
修
、
推
進
ス

キ
ー
ム
の
整
備
等
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
令

和
元
年
度
は
Ｊ
Ａ
な
が
の
を
先
行
Ｊ
Ａ
と
し

て
、
内
部
職
員
向
け
の
推
進
を
ス
タ
ー
ト
し
、

今
年
度
か
ら
一
般
組
合
員
向
け
の
電
力
供
給

を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
Ｊ
Ａ
も
順

次
取
り
扱
い
を
開
始
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
で
ん
き
は
、
一
般
的
な
家
庭
の
契
約

プ
ラ
ン
で
あ
れ
ば
中
部
電
力
に
比
べ
て
５
％

程
度
の
電
気
料
金
削
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
電
気
の
使
用
量
が
多
い
ほ
ど
割
引
率

が
高
く
な
る
こ
と
も
特
長
で
す
。
Ｊ
Ａ
で
ん

き
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
毎
月
届
く
電
気

量
検
針
票
を
お
手
元
に
ご
用
意
い
た
だ
く
こ

と
で
、
簡
単
に
電
気
料
金
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
お
試
し
い
た
だ
け
ま
す
。（
４
月

現
在
Ｊ
Ａ
な
が
の
管
内
の
み
対
応
し
て
い
ま

す
。）

　
Ｊ
Ａ
で
ん
き
は
、
電
力
会
社（
中
部
電
力

な
ど
）
の
送
電
線
を
利
用
し
て
電
気
を
供
給

す
る
た
め
、
安
定
性
は
従
来
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
で
ん
き
に
切
り
替
え

た
こ
と
で
、
Ｊ
Ａ
で
ん
き
の
お
客
様
の
み
が

停
電
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
２
０
２
０
年
４
月
よ
り
、
オ
ー
ル
電
化
住

宅
に
も
対
応
し
た
「
夜
ト
ク
プ
ラ
ン
」
が
新

た
に
加
わ
り
ま
し
た
。
中
部
電
力
管
内
の
新

電
力
会
社
で
オ
ー
ル
電
化
プ
ラ
ン
を
ご
提
案

で
き
る
の
は
Ｊ
Ａ
で
ん
き
を
含
め
て
２
社
の

み
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
組
合
員
様

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
Ｊ
Ａ
で
ん
き
の
取
扱
拡
大
に
向

け
て
取
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
石
油
・

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
含
め
た
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

提
案
に
よ
り
、
組
合
員
の
営
農
・
生
活
コ
ス

ト
を
低
減
し
、
所
得
向
上
に
貢
献
し
て
ま
い

り
ま
す
。

燃料・ホーム
エネルギー課

Ｊ
Ａ
で
ん
き
に
切
り
替
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

～
Ｊ
Ａ
で
ん
き
取
扱
開
始
お
よ
び
拡
大
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
～

　
「
Ｊ
Ａ
ま
ご
こ
ろ
宅
配
」
は
、
毎
日
の
食

料
品
や
暮
ら
し
に
必
要
な
日
用
品
な
ど
を
ご

自
宅
の
玄
関
先
ま
で
お
届
け
す
る
宅
配
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
現
在
、
県
下
15
Ｊ
Ａ
で
ご
利
用

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ま
ご
こ
ろ
宅
配
の
主
コ
ー
ス
で
あ
る

「
お
ま
か
せ
コ
ー
ス
」
は
、
生
鮮
品
を
組
み

合
わ
せ
て
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。
商
品
ご

と
に
増
や
し
た
り
減
ら
し
た
り
で
き
る
の
も

魅
力
の
一
つ
で
、
利
用
者
の
方
か
ら
も
好
評

で
す
。
素
材
や
味
付
け
品
を
希
望
さ
れ
る
ご

家
族
向
け
の
選
べ
る
「
ア
レ
ン
ジ
メ
ニ
ュ
ー

Ａ
」（
１
回
の
お
届
け
品
約
８
品
、
１
か
月

１
６
，０
０
０
円（
税
込
）
／
人
～
）
と
「
ア

レ
ン
ジ
メ
ニ
ュ
ー
Ｂ（
１
回
の
お
届
け
品
約

６
品
、
１
か
月
１
３
，
０
０
０
円（
税
込
）

／
人
～
）、
調
理
に
不
安
の
あ
る
ご
家
庭
向

け
の
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
る
食
品
を
中
心
と

し
た
「
便
利
メ
ニ
ュ
ー
」（
１
回
の
お
届
け

品
約
８
品
、１
か
月
８
，７
０
０
円（
税
込
）

／
人
～
）
な
ど
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
、
ま

た
、
毎
週
お
届
け
す
る
チ
ラ
シ
か
ら
お
好
き

な
商
品
を
注
文
で
き
る
「
選
べ
る
コ
ー
ス
」

も
あ
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
で
は
「
地
産
地
消
」
に
取

り
組
み
、
生
産
販
売
部
販
売
開
発
課
に
お
い

て
複
数
の
商
品
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

お
ま
か
せ
コ
ー
ス
で
も
「
信
州

野
菜
の
う
ま
煮
」「
長
野
県
産

牛
豚
プ
レ
ー
ン
ハ
ン
バ
ー
グ
」

の
２
品
の
取
り
扱
い
を
行
い
、

ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
新
た
に
県
産
原
料
の
福
味

鶏
を
使
用
し
た
、
レ
ト
ル
ト
タ

イ
プ
の
「
信
州
福
味
鶏
昔
な
が

ら
の
カ
レ
ー
（
甘
口
）」
と
、

県
産
き
の
こ
を
使
い
お
湯
を
注

ぐ
だ
け
で
簡
単
に
お
召
し
上
が

り
い
た
だ
け
る
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ

イ
タ
イ
プ
の
「
信
州
き
の
こ
の

味
噌
汁
」
も
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ま
ご
こ
ろ
宅
配
の
会
員

様
は
生
産
者
の
方
も
多
く
、
こ

れ
か
ら
の
農
作
業
繁
忙
期
に

「
手
軽
」
に
食
べ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
８
月
に
「
お
ま
か
せ

コ
ー
ス
」
で
カ
レ
ー
と
味
噌
汁

の
取
り
扱
い
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

県
産
の
農
畜
産
物
を
使
っ
た
商
品
の
開
発
、

お
ま
か
せ
コ
ー
ス
で
の
取
り
扱
い
を
増
や
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ま
ご
こ
ろ
宅
配
で
は
、
１
週
間
分
の

お
ま
か
せ
コ
ー
ス
を
無
料
で
お
試
し
い
た
だ

け
る
「
お
た
め
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

中
で
す
。
お
気
軽
に
お
住
ま
い
の
Ｊ
Ａ
宅
配

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

基本料金
契約アンペア数 料金

10A 286.00 円
15A 429.00 円
20A 572.00 円
30A 858.00 円
40A 1,144.00 円
50A 1,430.00 円
60A 1,716.00 円

単価（円／ kWh）

30

25

20

料金メニュー（従量電灯 Bの場合）
の料金体系

電気料金の
シミュレーションは
こちらから

お試しいただけます

※基本料金・燃料費調整額・再生可能エネルギー発電促進賦課金は中部電力様従量電灯 B と同じ単価です。
※料金単価は 2019 年 10 月 1 日時点の単価を適用しています。
※検針結果はメールで通知、HP 上で閲覧可能です。紙での通知の場合、110 円／月（税込）となります。

基本料金

従量料金
単価×使用量

燃料費調整額
単価×使用量

再生可能エネルギー
発電促進賦課金
単価×使用量

+

+

+

従量料金単価（1kWhあたりの料金）

120kWh 300kWh 使用量（kWh）

21.07円

24.64円
26.06円

25.54円

21.07円

28.49円
中部電力様

生活課

Ｊ
Ａ
ま
ご
こ
ろ
宅
配
×
販
売
開
発
課

本
会
開
発
商
品
も
取
り
扱
い
拡
大
中

信州福味鶏昔ながらのカレー（甘口）

信州きのこの味噌汁
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Ⅱ
．
各
事
業
別
　
2
0
2
0
年
3
月
末
進
捗
状
況

【
生
産
振
興
部
】

実
行
具
体
策

2
0
1
9
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
を
起
点
と
し
た
生
産
振
興
の
推
進

⑴ 

マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
品
目

提
案

　
① 

品
目
の
選
定
と
生
産
安
定
技
術
の
推
進

　
② 

多
収
性
と
労
働
生
産
性
向
上
が
望

め
る
生
産
技
術
の
普
及
推
進

　
③ 

業
務
加
工
需
要
に
対
応
す
る
産
地

の
拡
大

①
産
地
推
進

②
普
及

③
拡
大

①
産
地
推
進

②
現
地
研
修
会
開
催

③ 

産
地
と
実
需
者
と

の
調
整

① 

ミ
ニ
ト
マ
ト
等
果
菜
類
を
重
点
品
目

と
し
、
施
設
化
等
に
よ
る
生
産
安
定

を
は
か
り
拡
大
を
す
す
め
た
。

② 

リ
ン
ゴ
：
高
密
植
わ
い
化
栽
培
の
推
進
。

③ 

業
務
向
け
キ
ャ
ベ
ツ
、
キ
ュ
ウ
リ
を
、

規
格
・
バ
ラ
詰
な
ど
を
設
定
し
作
業

軽
減
に
よ
る
対
応
増
を
す
す
め
た
。

【
生
産
販
売
部
】

実
行
具
体
策

2
0
1
9
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
長
野
米
営
業
力
強
化

⑴ 

直
接
営
業
に
よ
る
販
売
比
率
90
%

　
達
成

　
① 

実
需
者
へ
の
直
接
営
業
の
拡
大

　
② 

重
点
実
需
者
へ
の
複
数
年
契
約
推

進

①
90
％

①
92
%

・   

元
年
産
主
食
う
る
ち
米
集
荷
数
量
に
対

す
る
実
需
者
結
び
付
92
％
。

②
元
年
産

　
３
3
，
0
0
0
ｔ

②
３
５
，
４
８
７
ｔ

・   

元
年
産
米
の
事
前
契
約

　
（
複
数
年
契
約
） 

3
５
，
4
8
7
t
。

2
．
生
産
者
手
取
り
の
最
大
化
に
向
け
た
販
売
力
の
強
化

⑴ 

重
点
実
需
者
へ
の
総
合
品
目
供
給
に

向
け
た
目
標
設
定
と
推
進

契
約
取
引
目
標

果
実
：
22
%

契
約
比
率
21
％

・ 

お
中
元
・
お
歳
暮
ギ
フ
ト
、
中
秋
節
・

旧
正
月
向
け
輸
出
対
応
を
中
心
に
、
モ

モ
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、
サ
ン
ふ

じ
、市
田
柿
の
提
案・供
給
を
す
す
め
た
。

野
菜
：
35
%

契
約
比
率
36
％

・ 

重
点
実
需
者
と
定
期
商
談
を
実
施
し

フ
ェ
ア
を
開
催
、
総
合
品
目
の
売
場

作
り
を
す
す
め
た
。

・ 

重
点
実
需
者
の
設
定
と
連
携
強
化
を

す
す
め
る
。

花
き
：
16
%

契
約
比
率
13
％

・ 

時
期
に
よ
る
生
育
遅
れ
と
品
質
低
下

の
発
生
。

・ 

複
数
産
地
に
よ
る
共
同
販
促
企
画
の

提
案
と
実
施
を
す
す
め
る
。

　

全
農
長
野
県
本
部
は
、
Ｊ
Ａ
お
よ
び
子
会
社
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
進
展
を
加
速
化

さ
せ
、
農
業
所
得
の
増
大
と
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ⅰ
．  【
中
期
事
業
計
画
に
お
け
る
基
本
目
標
】
2
0
2
0
年
3
月
末
時
点
で
の
総
括

そ
の
１
▼
積
極
的
な
生
産
振
興
に
基
づ
く
農
業
生
産
基
盤
の
維
持
強
化 

⑴ 

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
を
起
点
と
し
た
生
産
振
興
に
向
け
、
品
目
提
案
と
生
産
安
定
技
術
の
推
進
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
規
格
簡
素
化
等
の
作
業
軽
減
に
よ
る
業
務
加
工
需
要
へ
の
対
応
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

⑵ 

生
産
安
定
と
収
量
増
を
目
指
し
た
施
設
化
の
取
り
組
み
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
J
A
と
の
経
営
規
模
拡
大

に
向
け
た
最
先
端
農
業
機
械
等
の
情
報
共
有
と
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
し
た
。

そ
の
２
▼
販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
農
家
組
合
員
の
手
取
り
最
大
化　
　
　
　
　
　

⑴ 

総
合
品
目
に
よ
る
安
定
供
給
体
制
の
推
進
と
卸
売
会
社
等
と
の
連
携
強
化
を
す
す
め
、
新
規
商
品
開
発
や
付

加
価
値
を
高
め
た
商
品
提
案
等
、
企
画
提
案
に
よ
る
販
売
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

⑵ 

資
材
の
規
格
・
原
材
料
集
約
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
農
家
直
行
配
送
方
式
の
拡
大
に
よ
る
配
送
効
率
化
と

農
機
県
域
推
奨
型
式
の
拡
大
や
中
古
農
機
流
通
促
進
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
抑
制
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
３
▼
経
済
事
業
拠
点
の
合
理
的
・
効
率
的
な
運
営
整
備　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑴ 

県
域
物
流
拠
点
の
補
完
機
能
強
化
に
よ
る
Ｊ
Ａ
資
材
店
舗
・
物
流
拠
点
の
再
編
整
備
の
提
案
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

⑵ 

輸
送
の
効
率
化
に
よ
る
体
制
整
備
の
た
め
、
パ
レ
ッ
ト
輸
送
や
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
輸
送
の
試
験
実
施
に
取
り

組
み
、
効
果
を
確
認
し
ま
し
た
。
輸
送
効
率
化
に
適
合
し
た
段
ボ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
一
部
品
目
に
て
実
用

化
が
す
す
み
ま
し
た
。 自

己
改
革
工
程
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

４
．
集
出
荷
機
能
の
強
化
と
広
域
的
利
用
体
制
の
確
立

⑴ 

J
A
と
の
連
携
・
共
同
に
よ
る
広
域
集

出
荷
拠
点
の
整
備
と
バ
ラ
集
荷
・
買
取

集
荷
の
実
施

バ
ラ
集
荷
、
買
取
集
荷

の
実
施

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
バ
ラ

集
荷
販
売
の
事
業
方

式
の
決
定

・ 
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
バ
ラ
集
荷
販
売
の

事
業
方
式
を
決
定
し
、
受
入
条
件
を

J
A
に
提
案
し
た
。

５
．
広
域
的
な
視
点
か
ら
の
集
出
荷
・
輸
送
・
荷
降
の
効
率
化

⑴ 

遠
隔
地
輸
送
に
お
け
る
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
検
討

輸
送
試
験
の
実
施
と

導
入

船
舶
輸
送
の

効
果
検
証

J
R
貨
物
の

定
期
利
用

・ 

安
定
し
た
輸
送
体
制
の
確
保
と
、
輸

送
関
連
法
令
へ
の
適
正
化
に
向
け
て

試
験
を
実
施
。

・ 

冷
凍
ト
レ
ー
ラ
ー
シ
ャ
ー
シ
の
貨
物

船
利
用
に
よ
る
保
鮮
効
果
を
確
認（
8

月
・
葉
洋
菜
類
）。

・ 

き
の
こ
J
R
貨
物
に
よ
る
北
海
道
、

九
州
へ
の
輸
送
を
実
施
し
継
続
中
。

６
．
輸
送
効
率
化
の
た
め
の
パ
レ
ッ
ト
輸
送
、
出
荷
資
材
統
一
の
取
り
組
み

⑴ 

パ
レ
ッ
ト
輸
送
試
験
の
実
施
に
よ
る

効
果
検
証

試
験
実
施

︻
米
穀
︼
15
回
実
施

・ 

紙
袋
レ
ン
タ
ル
パ
レ
ッ
ト
輸
送
試
験

を
年
間
7
J
A
、
計
15
回
実
施
。

︻
園
芸
︼
2
件
実
施

・ 

11
型
パ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
輸
送
試
験

を
実
施
し
、
輸
送
効
率
化
の
検
証
を
実

施
。（
な
し
、
ぶ
ど
う
、
葉
洋
菜
類
）。

・ 

11
型
パ
レ
ッ
ト
適
合
段
ボ
ー
ル
の
開
発

試
験
を
開
始（
ぶ
ど
う
、
梨
、
え
の
き

た
け
）
し
、
え
の
き
た
け
で
実
用
化
。

３
．
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
に
基
づ
く
生
産
販
売
提
案
の
取
り
組
み
強
化

⑴ 

実
需
者
や
卸
売
会
社
と
の
情
報
連
携

に
よ
る
新
規
品
目
や
生
産
拡
大
の
取

り
組
み
実
施

　
① 

果
実：新
品
種

（
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ
他
）

　
② 

野
菜：

業
務
用
キ
ュ
ウ
リ
拡
大
他

　
③ 

花
き：

業
務
用
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
他

　
④ 

き
の
こ：

商
品
企
画
提
案
、業
務・加
工
需
要

供
給
ル
ー
ト
開
発
の
実
施

　
⑤ 

営
業
課：

新
規
品
目・商
品
企
画
提
案
、

供
給
ル
ー
ト
開
発
の
実
施

①
果
実
２
件

①
２
件

・ 

シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ
2
・
2
万
ケ
ー
ス（
5

㎏
換
算
）
の
実
績
。
加
工
分
野（
酎
ハ

イ
等
）
へ
の
商
品
提
案
を
実
施
し
2

業
者
で
採
用
さ
れ
た
。

・ 

次
年
度
以
降
生
産
拡
大
品
目（
ブ
ド
ウ

ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
等
）
の
販
売
対

策（
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
等
）
を
す

す
め
る
。

②
野
菜
２
件

②
２
件

・ 

業
務
用
キ
ュ
ウ
リ
の
拡
大（
栽
培
者
50

名
、
前
年
＋
5
名
）。

・ 

漬
物
会
社
向
け
壬
生
菜
の
試
験
栽
培

を
す
す
め
る
。

③
花
き
２
件

③
１
件

・ 業
務
用
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
栽
培
を
9
月
1
日

出
荷
よ
り
開
始（
約
9
，0
0
0
本
出
荷
）。

夏
場
の
高
温
対
策
と
し
て
品
種
選
定
と
栽

培
方
法
の
見
直
し
を
す
す
め
る
。

④
き
の
こ
３
件

④
4
件

・ 9
月
下
旬
よ
り
新
規
品
目
と
し
て「
ま
い

た
け
」
販
売
開
始
。産
地
は
J
A
中
野
市

で
全
量
系
統
販
売
を
実
施
。

・  機
能
性
表
示
食
品「
え
の
き
た
け
」
は

2
件
の
取
引
を
開
始
し
た
。

⑤
営
業
課
２
件

⑤
22
件

・ 

新
規
品
目
提
案
3
件
、
新
規
取
引
先

獲
得
9
件
、
既
存
取
引
先
エ
リ
ア
拡

大
2
件
、
供
給
ル
ー
ト
変
更
8
件
。
取

引
先
の
開
拓
お
よ
び
既
存
取
引
先
へ

の
新
規
品
目
・
企
画
の
提
案
を
さ
ら

に
す
す
め
る
。

⑴ 

重
点
実
需
者
へ
の
総
合
品
目
供
給
に

向
け
た
目
標
設
定
と
推
進

き
の
こ
：
75
%

契
約
比
率
79
％

・ 

需
要
減
退
期
は
契
約
取
引
中
心
に
契

約
率
高
ま
る
。
需
要
期
は
土
場
販
売

増
加
の
中
で
、
新
規
契
約
推
進
と
重

実
需
者
へ
の
定
例
推
進
に
よ
り
契
約

率
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。

⑵ 

商
品
開
発
力
・
提
案
力
の
強
化
に
よ

る
販
売
拡
大

　
① 

加
工
向
け
果
実
の
集
荷
拡
大（
専

用
栽
培
含
）

　
②
業
務
加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ
拡
大

　
③
量
販
向
け
コ
ギ
ク
栽
培

①
２
０
０
ｔ

①
1
9
0・6
t

・ 

加
工
ブ
ド
ウ（
巨
峰
）の
取
引
が
中
心
。

今
後
、
カ
ッ
ト
リ
ン
ゴ
向
け
の
産
地

出
荷
対
応
と
取
引
先
へ
の
商
談
を
す

す
め
る
。

②
６
，
４
０
０
ｔ

②
6
，
7
5
0
t

・ 

生
産
振
興
部
と
の
連
携
に
よ
る
作
付
・

契
約
拡
大
。
実
需
者
要
望
を
反
映
し

た
品
種
試
験
を
実
施
。

・ 

実
需
者
へ
の
営
業
強
化
、
専
用
栽
培
、

機
械
化
の
普
及
を
す
す
め
る
。

③
２
３
５
万
本

③
2
3
6
万
本

・ 

新
規
産
地
お
よ
び
新
規
生
産
者
が
増

加
。
新
規
栽
培
者
の
獲
得
・
生
育
ス

テ
ー
ジ
別
栽
培
講
習
会
を
す
す
め
る
。

自己改革工程の進捗状況について

２
．
生
産
安
定
に
向
け
た
施
設
化
の
推
進

⑴ 

生
産
安
定
と
収
量
増
を
目
指
し
た
野

菜
類
の
施
設
化
推
進

　
① 

適
正
な
強
度
を
備
え
た
ト
レ
リ
ス・

平
棚
・
ハ
ウ
ス
・
果
樹
多
目
的
ネ
ッ

ト
等
の
設
計
施
工
と
推
進

　
② 

生
産
安
定
と
収
量
増
を
目
指
し
た

野
菜
類
の
施
設
化
推
進

　
③ 

養
液
栽
培
な
ど
の
高
度
技
術
の
普
及
推
進

①
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定

②
J
A
へ
の
提
案

③
モ
デ
ル
設
定

①
モ
デ
ル
圃
の
設
置

② 

③
施
設
・
機
械
化
等

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

① 

災
害
に
強
い
ト
レ
リ
ス
の
設
置
に
よ

り
、更
な
る
改
良
策
を
検
討
。

② 

③
生
産
維
持・
拡
大
に
向
け
、空
ハ
ウ

ス
の
利
用
に
よ
る
施
設
化
策
な
ど
、

J
A
へ
技
術・需
要
動
向
の
情
報
を
提

供
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
す
す
め
た
。

３
．
経
営
規
模
拡
大
に
向
け
た
最
先
端
農
業
機
械
の
導
入
推
進

⑴ 

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
に
向
け
た
品
目

選
定
と
導
入
目
的
の
選
定

関
係
J
A
と
の
検
討

情
報
収
集
と

デ
モ
実
演

レ
ポ
ー
ト
情
報
発
信
、
Ｊ
Ａ
と
情
報
を

共
有
し
て
取
り
組
み
を
す
す
め
た
。

４
．
優
良
種
苗
の
安
定
生
産
推
進

⑴ 

種
苗
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
優
良
種
苗

の
安
定
生
産
体
制
の
強
化 

1
6
0
万
本

1
7
7
万
本

接
木
キ
ュ
ウ
リ
、
葉
洋
菜
自
根
苗
の
供

給
増
。
生
産
振
興
と
連
動
し
た
種
苗
生

産
を
す
す
め
た
。

５
．
品
目
別
研
修
会
の
計
画
的
開
催

⑴ 

指
導
者
会
議
専
門
4
ブ
ロ
ッ
ク
活
動

と
の
連
携 

60
回

64
回

各
ブ
ロ
ッ
ク
、専
門
部
ご
と
に
実
施
。

指
導
員
の
技
術
知
識
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
に
取
り
組
ん
だ
。

【
生
産
購
買
部
】

実
行
具
体
策

２
０
１
９
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
段
ボ
ー
ル
規
格
集
約
に
よ
る
価
格
値
下
げ

⑴ 

類
似
規
格
の
集
約
化
、
材
質
・
才
数

の
変
更
提
案

２
品
目

5
品
目

え
の
き
コ
ス
ト
低
減
段
ボ
ー
ル
の
採
用
と

中
信
野
菜
で
の
規
格
集
約
を
実
施
。

採
用
品
目
の
切
替
え
推
進
と
取
り
組
み
案

件
の
フ
ォ
ロ
ー
推
進
。

２
．
段
ボ
ー
ル
適
正
包
装
の
提
案
推
進 

⑴ 

シ
ョ
ー
ト
フ
ラ
ッ
プ
化
の
品
目
拡
大
、

撥
水
原
紙
の
見
直
し
に
よ
る
過
剰
包

装
の
見
直
し

５
規
格

25
規
格

し
め
じ
段
ボ
ー
ル
の
シ
ョ
ー
ト
フ
ラ
ッ
プ

化
。

花
き
中
心
に
撥
水
原
紙
か
ら
切
替
え
実
施
。

果
実
段
ボ
ー
ル
の
撥
水
原
紙
か
ら
の
切
替

え
推
進
。

３
．
低
コ
ス
ト
・
省
力
資
材
の
開
発
、
実
証
、
普
及

⑴ 

よ
り
安
価
な
B
B
原
料
へ
の
切
り
替
え
拡
大 

４
銘
柄

４
銘
柄

次
年
度
試
験
に
向
け
た
設
計
・
検
討
。

⑵ 

農
薬
担
い
手
直
送
規
格
の
普
及
面
積
拡
大 

２
，
２
０
０
ｈａ

３
，
０
１
０
ｈａ

新
規
箱
剤
の
伸
長
。
取
扱
品
目
及
び
申

し
込
み
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
周
知
。
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生
産
販
売
部

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
生
産
販
売
部
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
国
内
感
染
拡
大
に
伴

い
花
き
消
費
の
減
退
が
著
し
い
た
め
、
東
日
本

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
長
野
支
社
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
Ｊ
Ｒ
長
野
駅
在
来
線
改
札
口
で
の
展
示

開
始
に
加
え
、
４
月
23
日
㈭
か
ら
Ｊ
Ｒ
松
本
駅

改
札
前「
松
本
駅
訪
日
カ
ウ
ン
タ
ー
内
」
で
、

長
野
県
産
の
花
の
「
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
」
と

「
ダ
リ
ア
」
の
展
示
を
開
始
し
、
花
き
消
費
の

喚
起
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
駅
を
ご
利
用
さ
れ
る
方
々
や

通
行
さ
れ
る
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
花
の

も
つ
魅
力
や
効
果
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

期
待
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
松
本
駅
で
長
野
県
産
の

花
の
展
示
を
始
め
ま
し
た
！

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
生
産
販
売
部
で
は
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
花
の
消
費
喚
起
と
長
野
県
産
花
き
の
認
知
度
向
上
を
図
る
た
め
、
４

月
９
日
㈭
か
ら
Ｊ
Ｒ
長
野
駅
在
来
線
改
札
口
前
で
長
野
県
産
花
き
の
展
示
を
開
始

し
て
い
ま
す
（
写
真
＝
表
紙
右
下
）。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
国
内
で
の
感
染
拡
大
を
受
け
た
緊
急
事
態
宣
言
の
発

出
後
に
は
、
大
消
費
地
を
中
心
に
多
く
の
花
屋
さ
ん
が
休
業
と
な
り
、
出
荷
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
た
長
野
県
産
花
き
は
売
り
場
を
失
っ
た
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
県

内
に
は
生
産
量
日
本
一
を
誇
る
花
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
県
内
で
も
ま
だ
ま
だ

認
知
度
が
低
く
、
家
庭
で
の
花
の
消
費
量
も
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
人
が
集

ま
る
場
所
も
減
っ
て
い
ま
す
が
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
利
用
者
が
あ
る
駅
を
展

示
先
に
選
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
駅
は
施
設
の
構
造
上
、
無
機
質
に
な
り
が
ち
な

場
所
で
す
が
、
自
然
が
作
り
出
す
花
の
も
つ
魅
力
や
県
内
で
生
産
さ
れ
る
花
で
、

少
し
で
も
華
や
か
に
、
こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
心
和
ま
せ
ら
れ
る
も
の
の

一
つ
が
花
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
駅
利
用
者
、
通
行
人
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
花
の
も
つ
魅
力
や
効
果
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
期
待
し
ま
す
。

　
な
お
、
4
月
17
日
㈮
に
は
展
示
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
立
体
的
な
デ
ザ
イ
ン
で

の
展
示
と
し
ま
し
た
。
以
降
も
県
内
の
主
要
品
目
を
中
心
に
、
継
続
す
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
長
野
駅
に
長
野
県
産
花
き
を

継
続
し
て
展
示
し
て
い
ま
す

生
産
販
売
部

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
、
Ｊ
Ａ
長
野
中
央
会
な
ど

で
構
成
す
る
Ｊ
Ａ
長
野
県
農
政
対
策
会
議
と

長
野
県
は
、
県
内
花
き
農
家
を
支
援
す
る
た

め
、「
県
産
花
き
一
人
一
束
購
入
運
動
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
３
月
の
第
１

回
目
に
続
く
２
回
目
の
取
り
組
み
で
、
県
内

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
産
地
の
Ｊ
Ａ
と
協
力
し
、

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
10
本
１
束
を
４
月
22
日

㈬
～
23
日
㈭
に
購
入
者
へ
お
届
け
し
ま
し
た

（
写
真
＝
表
紙
左
下
）。

　
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
や
ダ
リ
ア
な
ど
、
県

内
で
は
年
間
を
通
し
て
出
荷
さ
れ
る
花
が
あ

り
ま
す
が
、
３
月
～
４
月
に
か
け
て
は
需
要

期
と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
出
荷
量
が
増
加
し

ま
す
。
し
か
し
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
催
事
・
式
典
、
冠
婚

葬
祭
の
自
粛
に
よ
り
長
野
県
産
の
花
が
行
き

場
を
失
い
、
農
家
の
経
営
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
運
動
で
は
、
合
計
で
１
，
５
０
０

束
以
上
を
各
所
の
購
入
者
へ
届
け
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
各
ご
家
庭
で
花
を
飾
る
こ
と

の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
花
の
消
費
量

が
増
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
２
回
県
産
花
き

一人一束
購
入
運
動
を

実
施
し
ま
し
た
！

【
畜
産
酪
農
部
】

実
行
具
体
策

２
０
１
９
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
生
産
基
盤
の
維
持
確
保

⑴ 

生
乳
出
荷
量
、
酪
農
家
戸
数
の
維
持

確
保

８
８
，
６
０
０
ｔ

（
2
8
4
戸
）

８
7
，
1
4
2
ｔ

（
2
7
0
戸
）

生
産
性
向
上
対
策
に
よ
る
1
頭
乳
量
の

増
加
を
は
か
る
。

⑵ 

性
判
別
精
液
普
及

２
，
０
０
０
本

1
，
5
9
6
本

達
成
率
79・8
％
。補
助
事
業
活
用
の
推
進
。

２
．
信
州
産
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

⑴ 

信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
の
生
産
販
売
２
，
１
０
０
頭

2
，
1
9
8
頭

集
荷
強
化
に
よ
り
頭
数
確
保
と
ブ
ラ
ン

ド
向
上
を
は
か
る
。

⑵ 

銘
柄
豚
の
特
色
あ
る
販
売
方
式
の
拡
大
10
銘
柄
継
続

10
銘
柄

取
引
先
と
の
懇
談
会
等
開
催
に
よ
る
連

携
強
化
を
は
か
る
。

３
．
県
本
部
生
産
農
場
の
機
能
発
揮

⑴ 

素
子
豚
供
給
頭
数（
S
P
F
豚
繁
殖

セ
ン
タ
ー
）

２
１
，
８
０
０
頭

２
２
，
6
9
8
頭

育
成
母
豚
の
確
保
に
よ
る
出
荷
頭
数
維

持
を
は
か
る
。

４
．
担
い
手
へ
の
提
案
型
推
進
の
強
化

⑴ 
担
い
手
へ
の
「
わ
た
し
の
肥
料
」
提

案
推
進

３
，
１
５
０
ｔ

３
，
7
1
6
ｔ

南
佐
久
中
心
に
伸
長
。
畑
作
地
帯
で
の

新
規
推
進
。

⑵  

農
家
直
行
配
送
の
拡
大
推
進

① 

Ｂ
Ｂ
肥
料
工
場
・
農
家
間
直
行
配
送

② 

農
薬
県
域
物
流
基
地
・
農
家
間
直
行
配
送

①
２
，
６
０
０
ｔ

②
１
８
０
戸

2
，
3
9
2
t

1
8
9
戸

肥
料
： 

10
a
あ
た
り
の
施
肥
量
の
減
。

件
数
拡
大
を
目
指
す
。

農
薬
： 

件
数
増
。
申
込
増
加
に
向
け
た

要
領
の
検
討
。

５
．
重
点
購
買
に
よ
る
農
機
県
域
推
奨
型
式
の
機
種
拡
大

⑴ 

県
域
推
奨
機
種
の
型
式
追
加
設
定

累
計
6
型
式

1
型
式
追
加

（
累
計
6
型
式
）

既
存
5
型
式
は
全
て
の
型
式
で
年
度
当

初
計
画
を
達
成
。
新
規
設
定
機（
歩
行

モ
ア
）
に
つ
い
て
は
3
月
よ
り
取
扱
開

始
。
次
年
度
、
県
域
推
奨
型
式
研
究
委

員
会
に
て
7
号
機
の
選
定
を
協
議
。

６
．
農
機
共
同
利
用
形
態
の
活
用
促
進 

 
 

⑴ 

県
域
レ
ン
タ
ル
事
業
実
施
J
A
の
拡
大
8
J
A
実
施

2
J
A
実
施

20
馬
力
ト
ラ
ク
タ
ー
の
貸
出
を
実
施

（
2
J
A
）。
生
産
振
興
部
と
連
携
し
圃
場
の

排
水
対
策
を
目
的
と
し
た
カ
ッ
ト
ド
レ
ー
ン

の
貸
出
推
進
に
取
り
組
ん
だ
（
1
J
A
）。

７
．
中
古
農
機
の
流
通
促
進 

 

⑴ 

中
古
機
農
機
情
報
サ
イ
ト
の
開
設

開
設
・
掲
載

開
設
・
掲
載

県
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
一
般
公
開
向
け

の
中
古
農
機
情
報
サ
イ
ト
を
開
設（
8
月
）。

16
台
掲
載
6
台
成
約
済
。

⑵ 「
不
用
農
機
査
定
買
取
」
取
組
J
A
の

拡
大

３
J
A
実
施

1
J
A
実
施

協
同
経
営
J
A
は
台
風
災
害
対
応
に
よ

り
取
り
組
み
中
止
。
ジ
ェ
イ
エ
イ
・
ア
ッ

プ
ル
の
み
実
施
と
な
っ
た
。

次
年
度
は
卸
J
A
へ
の
水
平
展
開
を
検

討
す
る
。

自己改革工程の進捗状況について

⑵ 

預
託
牛
事
業
拡
大
に
よ
る
農
家
経
営

支
援（
三
岳
牧
場
）

3
7
0
頭

4
0
5
頭

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
3
5
9
頭
、和
牛
46
頭
。

施
設
収
容
頭
数
上
限
の
為
、
現
状
維
持

を
は
か
る
。

⑶ 

生
乳
出
荷
量
の
確
保（
八
个
岳
牧
場
））
1
，
7
3
0
ｔ

1
，
7
4
2
ｔ

生
乳
出
荷
頭
数
1
8
0
頭
の
維
持
を
は
か
る
。

暑
熱・寒
冷
対
策
に
よ
り
乳
量
増
加
を
は
か
る
。

【
生
活
部
】

実
行
具
体
策

２
０
１
９
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
農
業
生
産
用
燃
料
支
援
対
策
の
実
施  

⑴ 

軽
油
・
灯
油
・
重
油
の
配
達

供
給

１
８
，
６
０
０
㎘

１
5
，
6
3
0
㎘

Ｊ
Ａ
・
県
本
部
一
体
と
な
っ
た
担
い
手
農
家
支

援
と
し
て
、
軽
油
支
援
対
策
を
4
～
11
月
と
3

月
、
灯
油
・
重
油
支
援
対
策
を
10
～
3
月
に
実

施
し
た
。
支
援
対
策
は
軽
油
、
灯
油
、
重
油
と

も
に
5
月
ま
で
延
長
し
て
実
施
す
る
。

２
．
Ｊ
Ａ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
小
売
事
業
強
化

⑴ 

新
規
顧
客
獲
得
に
よ
る
供
給

戸
数
確
保

１
２
２
，
１
０
０
戸

1
2
1
，
1
5
6
戸

全
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
販
売
促
進
企
画
書
に
基
づ
き

営
業
活
動
を
展
開
し
た
。
今
後
は
ガ
ス
販
売
所

に
よ
る
営
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
と
燃
転
・
暖

房
推
進
に
取
り
組
む
。

３
．
電
力
小
売
推
進
体
制
の
強
化

⑴ 

組
合
員
向
け
の
電
力
供
給
開

始
に
向
け
た
取
り
組
み
促
進

体
制
整
備

先
行
Ｊ
Ａ

推
進
着
手

Ｊ
Ａ
で
ん
き
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
稼
働
、
先
行

Ｊ
Ａ
へ
の
研
修
会
開
催
等
の
事
前
準
備
を
す
す

め
、
切
替
推
進
に
着
手
し
た
。
今
後
は
取
り
組

み
Ｊ
Ａ
の
拡
大
を
す
す
め
、
供
給
戸
数
の
拡
大

を
は
か
る
。

４
．
Ｊ
Ａ
自
動
車
事
業
の
収
支
改
善

⑴ 

取
扱
台
数
の
拡
大

２
，
７
５
０
台

２
，
7
5
4
台

安
全
装
備（
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
）
を
装

備
し
た
Ｊ
Ａ
サ
ン
バ
ー
長
野
県
限
定
車
を
中
心

に
県
下
５
０
０
台
の
営
農
車
を
販
売
し
た
。
今

後
も
県
下
統
一
モ
ー
タ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展

開
し
、
取
扱
台
数
の
確
保
に
努
め
る
。

５
．
生
活
事
業
取
扱
強
化

⑴ 
推
進
体
制
強
化
に
よ
る
宅
配

お
ま
か
せ
会
員
を
主
と
し
た

戸
数
の
維
持

お
ま
か
せ
会
員

６
，
５
０
０
戸

新
規
会
員

１
，
０
０
０
戸

お
ま
か
せ
会
員

５
，
7
6
0
戸

新
規
会
員
4
9
6
戸

休
止
会
員
へ
の
再
開
促
進
、﹃
県
警
シ
ニ
ア
サ

ポ
ー
ト
制
度
﹄
へ
の
参
加
、
地
域
版
タ
ブ
ロ
イ

ド
紙
へ
の
Ｐ
Ｒ
記
事
・
広
告
掲
載
に
よ
り
新
規

獲
得
を
行
っ
た
。
今
後
も
幅
広
く
P
R
を
行
い

戸
数
確
保
に
努
め
る
。

⑵ 

虹
の
ホ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
セ
レ

モ
ニ
ー
施
行
件
数
と
シ
ェ
ア

の
確
保

９
，
１
０
０
件

（
シ
ェ
ア
34
％
）

8
，
6
1
4
件

（
シ
ェ
ア
33
％
）

小
規
模
葬
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
等
を
実
施
し
、
施

行
件
数
確
保
に
努
め
た
。
引
き
続
き
ネ
ッ
ト
広

告
の
充
実
等
、
P
R
を
強
化
し
、
件
数
・
シ
ェ

ア
確
保
に
努
め
る
。

⑶ 

Ｊ
Ａ
と
の
連
携
強
化
に
よ
る

家
庭
薬
新
規
戸
数
拡
大

５
０
０
戸

1
1
2
戸

新
規
獲
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
戸
数
獲
得
に

努
め
た
。
今
後
も
J
A
と
連
携
し
た
P
R
活
動

を
行
い
、
戸
数
確
保
の
取
り
組
み
を
は
か
る
。

【
展
示
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

長
野
駅

松
本
駅

4
月
9
日
㈭
〜
23
日
㈭

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

　
　

24
日
㈮
〜
30
日
㈭

ダ
リ
ア

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
と
ダ
リ
ア

５
月
１
日
㈮
〜
7
日
㈭

ラ
イ
ラ
ッ
ク
と
シ
ャ
ク
ヤ
ク

ラ
イ
ラ
ッ
ク
と
シ
ャ
ク
ヤ
ク
他

　
　

８
日
㈮
〜
14
日
㈭

シ
ャ
ク
ヤ
ク

シ
ャ
ク
ヤ
ク

　
　

15
日
㈮
〜
21
日
㈭

ス
タ
ー
チ
ス

ス
タ
ー
チ
ス

　
　

22
日
㈮
〜
28
日
㈭

シ
ャ
ク
ヤ
ク

シ
ャ
ク
ヤ
ク
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
４
月
20
日
㈪
、
京
都
食

肉
市
場
で「
第
32
回
信
州
和
牛
枝
肉
共
励
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴

い
、
京
都
府
で
は
「
緊
急
事
態
措
置
」
が
講

じ
ら
れ
感
染
防
止
策
が
と
ら
れ
る
中
、
県
内

各
地
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
信
州
和
牛
37
頭
が

上
場
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
内
35
頭
が
、
長
野

県
知
事
が
認
定
す
る
「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛

肉
」
に
認
定
さ
れ
、
入
賞
牛
の
５
頭
す
べ
て

が
Ｂ
Ｍ
Ｓ
*ナ
ン
バ
ー
12
、
ま
た
、
そ
の
内

４
頭
が
京
都
市
場
が
独
自
に
定
め
る
「
京
都

食
肉
市
場
特
選
牛
」
に
認
定
さ
れ
る
レ
ベ
ル

が
高
い
共
励
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
で
も
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
Ｊ
Ａ
み
な

み
信
州
の
（
株
）
夢
フ
ァ
ー
ム
み
な
み
信
州

（
高
森
農
場
）
の
雌
牛
は
、
ロ
ー
ス
芯
面
積

98
㎠
、
霜
降
り
度
合
い
を
示
す
Ｂ
Ｍ
Ｓ
*ナ

ン
バ
ー
12
、
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
の
認
定

基
準
の
ひ
と
つ
で
あ
る
オ
レ
イ
ン
酸
数
値
が

60
・
６
％
と
、
非
常
に
高
い
値
と
な
り
ま
し

た
。
京
都
市
場
の
購
買
者
は
小
売
店
や
専
門

店
が
多
く
、
特
に
品
質
の
良
い
雌
牛
の
需
要

が
高
い
た
め
、
注
目
の
集
ま
る
最
優
秀
賞
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
セ
リ
で
は
枝
肉
の
評

価
を
反
映
し
、
３
，
２
５
１
円
／
㎏
で
落
札

さ
れ
、
岡
山
市
の
“
一
富
士
本
店
”
様
が
購

買
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
を
受
け
、
関
西
地
区
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
が
減
少
し
、
和
牛
の
国
内
相
場
は
低
迷

し
て
い
ま
す
。
例
年
４
月
の
共
励
会
は
春
の

行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
大
型
連
休
の
需
要
拡
大
に

よ
り
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
分
、
平
均

相
場
は
枝
肉
１
㎏
あ
た
り
８
０
０
円
以
上
値

下
げ
と
な
り
、
厳
し
い
情
勢
が
続
い
て
い
ま

す
。

　
畜
産
課
は
こ
れ
ま
で
以
上
に「
信
州
和
牛
」

「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
」
お
よ
び
「
信
州

ア
ル
プ
ス
牛
」
の
認
知
度
向
上
を
図
る
と
同

時
に
、
長
野
県
内
を
中
心
に
牛
肉
の
消
費
拡

大
に
向
け
た
販
売
促
進
に
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

京
都
食
肉
市
場
で「
信
州
和
牛
枝
肉
共
励
会
」を
開
催

畜
産
課

入賞者一覧（敬称略）
賞 ＪＡ名 生産者 品種・性別

最 優 秀 賞 みなみ信州 ㈱夢ファームみなみ信州 黒毛和種・雌

優 秀 賞 みなみ信州 ㈱夢ファームみなみ信州 黒毛和種・雌

〃 松本ハイランド 小林　和義 黒毛和種・去勢

優 良 賞 木曽 黒内　拓美 黒毛和種・雌

〃 大北 山口　年春 黒毛和種・去勢

北
信
生
産
販
売
課

生
産
販
売
部

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
、
県
内
ス
ポ
ー
ツ
の

強
化
を
目
的
に
、
長
野
県
産
米「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
な
ど
を
（
公
財
）
長
野
県
ス
ポ
ー

ツ
協
会
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
４
月
23
日
㈭

に
長
野
市
で
開
い
た
寄
贈
式
で
、
全
農
長

野
の
岡
村
達
雄
副
本
部
長
が
、
県
ス
ポ
ー

ツ
協
会
の
林
泰
章
理
事
長
に
目
録
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
寄
贈
し
た
の
は
、県
産「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

３
ト
ン
、「
信
州
ま
る
ご
と
り
ん
ご
ジ
ュ
ー

ス
」
３
０
０
０
本（
１
本
１
６
０
ｇ
）、「
ふ

る
さ
と
の
な
め
茸
」
１
５
０
０
本（
１
本

１
６
０
ｇ
）。
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
を
と
お

し
て
、
全
国
大
会
を
は
じ
め
各
種
の
大
会

で
活
躍
し
て
い
る
県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体

に
贈
ら
れ
ま
す
。

　
寄
贈
式
で
、
林
理
事
長
は
「
今
年
も
長

野
米
な
ど
を
寄
贈
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
練
習
が
難
し
い
状
況
だ

が
、
選
手
は
全
力
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
皆
さ
ん
に
胸
を
張
れ
る

成
績
を
残
せ
る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
感

謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。

　
全
農
長
野
は
「
た
く
ま
し
い
選
手
が
育

つ
よ
う
に
」
と
の
願
い
を
込
め
て
、

１
９
９
９
年
度
か
ら
毎
年
寄
贈
し
て
お
り
、

今
回
で
22
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

長
野
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に

長
野
米
な
ど
を
寄
贈

　
J
A
全
農
長
野
北
信
事
業
所
管
内
の

J
A
な
が
の
と
J
A
中
野
市
の
ハ
ウ
ス
ブ

ド
ウ
が
、
4
月
26
日
㈰
に
初
出
荷
を
迎
え

ま
し
た
。

　
こ
の
内
、
J
A
な
が
の
須
坂
共
選
所
に

は
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
20
㎏
が
運
び

込
ま
れ
、
東
京
や
大
阪
な
ど
の
市
場
へ
の

出
荷
準
備
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
初
出
荷
は
昨

年
に
比
べ
て
9
日
遅
い
も
の
の
、
味
・
品

質
と
も
上
々
の
仕
上
が
り
で
、
ハ
ウ
ス
も

の
は
7
月
中
旬
か
ら
8
月
上
旬
頃
に
出
荷

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

北
信
事
業
所
管
内
で

ハ
ウ
ス
ブ
ド
ウ
初
出
荷

林理事長に目録を手渡す岡村副本部長（右）

＊
B
M
S（
牛
脂
肪
交
雑
基
準
）「
脂
肪
交
雑
」を
評
価
す
る
基
準
。12
ラ
ン
ク
中
、ナ
ン
バ
ー
12
が
最
良
。

Reports
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【生産販売部　果実課　小
こ
林
ばやし
和
かず
博
ひろ
】

　皆さんはじめまして。果実課の小林和
博と申します。出身は中野市です。実家
が果樹農家で小さい頃からリンゴやブド
ウに触れながら、畑を駆け回っており、
小中高とサッカー部でグラウンドを走り
回るくらい体を動かすことが好きです。
現在は趣味の幅を広げたいなと思い色々
と挑戦中です。
　入会後は毎日多くことを学び吸収し、
一日でも早く一人前の職員として果実課
の戦力になれるように日々頑張っており
ます。よろしくお願い致します。

ステイホームはイートフルーツで過ごします

【生産販売部　米穀課　新
しん
保
ぼ
裕
ゆう
也
や
】

　はじめまして。米穀課の新保と申しま
す。生まれ育ちは新潟、大学は東京で、
長野にはJターン就職しました。趣味は
山で遊ぶことで、長野の山々を登ったり
スキーをしたりするのが楽しみです。
　新しい世界での社会人生活が始まった
ばかりで分からないことだらけですが、
どんどん長野のことを知っていき、一日
でも早く仕事を覚えられるよう頑張りま
す！よろしくお願いします。

長野米モリモリ食べます

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊
急

事
態
宣
言
が
長
野
県
を
含
む
39
県
で
解

除
さ
れ
ま
し
た
。残
る
8
都
道
府
県
に
お

い
て
は
継
続
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、感

染
者
数
は
徐
々
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。ち
ょ
っ
と
安
心
！
巣
ご
も
り
生
活
も

こ
こ
で
解
消
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
と

思
い
ま
す
が
、経
験
し
た
こ
と
の
な
い
対

応
で
戸
惑
い
も
多
々
あ
り
ま
す
。ま
た
、

世
界
的
な
輸
出
禁
止
措
置
な
ど
に
不
安

を
お
ぼ
え
る
と
こ
ろ
で
す
が
、今
ま
で
農

協
の
必
要
性
を
否
定
す
る
よ
う
な
声
が

ず
い
ぶ
ん
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

農
協
・
国
産
農
畜
産
物
の
価
値
を
実
感
し

て
も
ら
い
農
業
の
重
要
性
を
再
認
識
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
な
か
な
か
巧
妙
に

進
化
し
て
い
る
よ
う
で
、人
類
は
う
ま
く

共
存
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。感
染
拡
大
第
２
波
は
予
断
を
許

さ
ず
、先
行
き
が
見
通
せ
な
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
が
、感
染
防
止
対
策
を
続

け
な
が
ら
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。�

（
Y
）

区分
部門 実　績 計画比 前年比

野 菜 種 苗 セ ン タ ー 37 87 91 

生 産 振 興 部 計 37 87 91 

米 穀 1,765 126 113 

果 実 43 74 68 

野 菜 花 き 654 88 83 

き の こ 1,637 117 114 

営 業 382 106 114 

生 産 販 売 部 計 4,481 113 107 

包 装 資 材 414 73 71 

生 産 資 材 1,735 98 98 

農 業 機 械 860 143 135 

施 設 住 宅 227 257 172 

生 産 購 買 部 計 3,236 107 104 

畜 産 1,063 74 70 

三 岳 牧 場 26 87 71 

SPF 繁 殖 セ ン タ ー 27 105 92 

酪 農 1,044 102 96 

八 ヶ 岳 牧 場 17 91 82 

畜 産 酪 農 部 計 2,176 86 81 

燃料・ホームエネルギー 1,751 80 73 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 634 82 58 

生 活 753 82 74 

生 活 部 計 3,137 81 70 

長 野 県 本 部 計 13,068 97 90 

令和2年度4月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

( 単位：百万円、％ )

（内部販売高含む）

「ぴりっとあまいシェイク」
今月のおすすめレシピ

■ワンポイント・アドバイス
ショウガの食感が気になる場合は、しぼり汁だけでもお
いしいです。
冷たさが大切！できるだけ冷やしてください。

■材料（4人分）
牛乳� 400ml
新ショウガ� すりおろして大さじ4
レモン果汁� 大さじ１
バニラアイス� 400ml～470ml
シナモン� 少々
七味唐辛子� 少々
氷� 適量

■作り方
①�グラスを冷蔵庫で冷やしておく。ボウルに氷水を準備
する。

②�すりおろした新ショウガにレモン果汁をかける。
③�七味唐辛子以外の材料をすべてボウルに入れて①の氷
水の上で冷やしながら、泡立て器で混ぜる。

④�③をグラスに注ぎ、お好みで七味唐辛子をふりかける。

レシピ
作成

たむらひとみさん（茅野市）
平成29年度牛乳・乳製品利用料理コンクール県大会
優良賞・長野県牛乳普及協会会長賞

【生産販売部　野菜花き課　飯
いい
吉
よし
木
こ
乃
の
実
み
】

　はじめまして、野菜花き課の飯吉木乃
実と申します！出身は、温泉とリンゴの
名産地、高山村です。趣味は、ラジオを
聴いたり、お散歩したり、写真を撮ったり、
喫茶店へ行くのが好きです。今後は、一
人キャンプにも挑戦してみたいです。本
会では、まだまだ未熟者ですが、1つで
も多くのことを吸収し、組合員さんの想
いのこもった農産物のおいしさを、より
多くの食卓に届けられるよう、頑張って
いきたいと思います。
　よろしくお願いします！

新 採 用 職 員 紹 介

6月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

6/24（水）
11：50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」

野菜花き課

毎週火曜日
16：10

SBC
ラジオ

情報わんさかＧＯ！ＧＯ！
ワイドらじ☆カン内
「ミルクマガジン」

信州の牛乳・乳製品
に関する様々な情報
をお届け。リスナープ
レゼントもあります。

元気に笑顔で！長野県野菜のPRがんばります！

6月1日は

6月は「牛乳月間」
牛乳「 の 」日
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JA 全農長野ホームページ… https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」… https://www.ja-town.com
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